
                       （番号    １１６） 

品名 まきキレール 

  

使用授業 作業学習（まき作業班） 

主な目的 ・教師の少ない支援で、材木の切断作業を行うことができる。 

・力の弱い生徒が一人で材木を切ることができ、経験の幅を広げ

たり、達成感を感じたりすることができる。 

使用方法 ・ 台上の溝に合わせて材木をセットする。 

・ 二つの台の隙間を意識しながら、真っ直ぐに材木を切る。 

注意点 ・ かがむ姿勢を保持することが苦しい生徒、力の弱い生徒、「真

っ直ぐに切る」ことを意識することが難しい生徒への支援に

有効である。 

・ 溝の中に底上げ用の木が入っており、この木の使い方次第で、

いろいろな形や太さの材木をしっかりセットすることができ

る。 

 


